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	プログラム内容
	13：00～15：00　アタッチメント理論の解説（講義） 15：15～16：15　アタッチメントの視点からの事例検討とまとめ（講義・ワーク） 16：15～16：30　質疑応答　 ※スケジュールは変更になる可能性があります。

	研修受講にあたって（推奨／参考購読書）
	・本研修は応用的な内容となります。 ・アタッチメントの基本につきましては、「実践に活かすアタッチメント理　論　～子ども・若者・親の支援のために～　講師 数井 みゆき」のアーカイブ配信（有料/本研修とのセット割引あり）の事前受講をお勧めします。 　通常：12,000円（税込） 　本研修 6,000円＋配信動画6,000円 　　　　　→→→　セット割引適用受講料：10,000円（税込）
	　 ※お申込みは表面のQRコードよりお願いします。 　 ※上記アーカイブ配信のみを希望される方は右下のFUKU＋HPよりお申込みください。
	参考図書 ・数井みゆき、遠藤利彦（編著）『アタッチメント』2005年 ミネルヴァ書房 ・数井みゆき他（訳本）『アタッチメントを応用した養育者と子どもの臨床』2011年 　ミネルヴァ書房 ・遠藤 利彦 編『入門 アタッチメント理論　臨床・実践への架け橋』　2021年　日本評論社 ・北川 恵 著『アタッチメントを学ぼうエピソードでつなぐ関係性の理解と支援』2025年 　日本評論社



	お知らせ／注意事項
	FUKU＋HP こちら


